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２０１１年度事業計画 

 

 

I. 研究助成事業 

 

1. 日中笹川医学奨学金制度※ 

※日本財団助成事業、中国衛生部国際交流センター・笹川記念保健協力財団との共同事業 

1)第33期研究者招請 

⑴招請者数  30名 

⑵入帰国 

・ 入 国 2010年 8月31日㈫ 入国 

・ 帰 国 2010年 8月25日㈭  研究報告会・研究修了式 

2010年 8月26日㈮ 帰国 

2)第34期研究者招請 

⑴招請者数  30名 

⑵入帰国 

・ 入 国 2011年 9月 6日㈫  入国 

9月 7日㈬ 歓迎式典・歓迎レセプション 

9月 8日㈭ 研究地へ移動 

・ 帰 国  2012 年 8 月下旬  研究報告会・修了式、帰国 

⑶箱根セミナー 

・ 開催日 2011 年 11 月 

・ 場 所 神奈川県足柄下郡箱根町 

3)第35期研究者選抜 

⑴募集開始  2011 年 10 月下旬から 

⑵面接試験 

・ 開催日 2012 年 3 月上旬 

・ 場 所 中国・北京市 

・ 概 要  衛生部国際交流与合作中心が選抜した 40 名について、日中共同で 

     面接試験を行う。面接官は双方 3 名。 

⑶最終選考 

・ 開催日 2011 年 3 月上旬 

・ 場 所 東京 

・ 概 要 面接試験の結果をもとに、運営委員会において 30 名を選抜。 

4)三者会議開催 

⑴時 期  2011 年 10 月中旬 

⑵議 題  第 35 期研究者招請、次期奨学金制度等について協議。 

5)運営委員会開催 

研究者の選抜、本制度の運営等について協議を行う。 
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6)次期奨学金制度に関する検討 

ワーキンググループにおいて継続して協議を実施。2012年3月末頃を目途に次期奨

学金制度協定書・要綱の調印を目指す。 

7)笹川医学奨学金進修生同学会に対する支援・協力 

⑴同学会活動に対する支援・協力 

⑵同学会主催学術交流会 

・ 開催日 2011 年 12 月上旬 

・ 場 所 中南地区(海南省三亜市) 

8)日中笹川医学奨学金制度在日研究者連絡会に対する支援・協力 

⑴連絡会に対する支援・協力 

⑵第 4 回学術交流セミナーへの協力 

・ 開催日  2011 年 12 月中旬 

・ 場 所 日本財団会議室 

 

2. 共同研究等助成金(日本財団助成事業) 

1)2011年度助成実施(2010年度公募分) 

a) 調査・共同研究助成         14件 

b) 中国人研究者・医療技術者招聘助成   1件 

c) 在留中国人研究者助成         7件 

d) トラベルグラント           4件 

2)2012年度助成公募(予定) 

・ 期 間 2011 年 11 月 1 日㈭ ～2012 年 1 月 10 日㈪ 

・ 募集項目 a.調査共同研究助成          10～15件/上限100万円 

b.中国人研究者・医療技術者招聘助成   1～ 5件/上限100万円 

c.在留中国人研究者助成         5～10件/60万円  

d.トラベルグラント           1～ 5件/30万円 

 

 

3. 清華大学研究者受入事業 

清華大学玉泉病院てんかんセンターの医師 2 名を各 3 か月間受け入れ、静岡てんか

ん・神経医療センターで研修させる。本事業の最終年(3 年目)。 
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II. 学術会議開催 

 

1. 主催事業 

1)日中医学交流会議 

・ テーマ  高齢化社会と医療 

・ 開催日  2010 年 11 月 5 日㈯もしくは 11 月 5 日㈯ 

・ 場 所  日本医師会館小講堂 

 

2. 共催事業 

1) 2010 年度医学生のための漢方医学セミナー(後援事業) 

・ 主 催  小太郎漢方製薬株式会社 

・ 開催日  2011 年 8 月 

・ 開催地  滋賀県 
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III. 医療協力事業 

 

1. 中国医療機関への専門家派遣事業 

中日友好病院及び中国の地方都市基幹病院へ日本人専門家を短期間派遣する事業。

2011 年度は 2名を派遣。 

 

2. 医療関連訪日団招請事業 

協会法人会員の要望に則した中国人医療関係者を日本に招請し、日中間の医学交流

を促進させる。 

 

3. 伝統医学交流訪中団の派遣 

日本の関連学会(団体)との協力により、訪中団を組織し、中国の中医学の現状視察、

研修会への参加などを行い、中医学への理解を深め、両国間の交流を促進させる。 

場 所 瀋陽市・長春市(予定) 

日 時 2011 年 8 月 10 日～14 日もしくは 8 月 3 日～8 日(予定) 

テーマ 中医学による精神疾患治療の現状(仮題) 

 

4. 中国医療事情視察団の派遣 

協会の会員を中心とした訪中団を組織し、中国の医療事情の視察、中国人研究者と

の交流を深め、日中両国間の人的交流を促進させる。 

時 期 2011 年 12 月上旬頃 

視察先 広東省、海南省 

 

5. 乳幼児栄養交流 

2010 年度に北京大学において実施した乳幼児栄養交流と同様の事業を、2011 年度

上半期に上海において実施する。 

 

6. 日中国際共同研究プロジェクト 

日中両国が対等な関係に基づき実施する共同研究プロジェクト。 

 

7. 笹川医学奨学金進修生同学会に対する支援強化 

協会の会員増加と事業の発展のためには、会員数 2,000 名超の同学会という人的資

産を維持、発展させていく必要がある。 

支援強化策  1)中国国内で実施する協会事業の業務委託 

2)在中国会員からの会費の一部を支援費として支出 
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IV. 広報事業 

 

1. 『日中医学』(第 26 巻)の刊行 

第 1号  中国における病院の検査           2011 年 5 月発行 

第 2 号  中国における母子保健            2011 年 8 月発行 

第 3号  がんの緩和ケア               2011 年 11 月発行 

第 4号  2011 年日中医学交流会議 高齢化社会と医療  2012 年 2 月発行 

・ 特集記事の中国語訳の掲載 

 

2. 『NEWS LETTER』の発行 

24号  2011年 4月発行 

25号  2011年 7月発行 

26号  2011年12月発行 

 

3. ホームページの拡充 

 

4. International Chinese Journal of Dentistry への協力 

 

 

 

V. 財政基盤の拡充 

 

1. 会員拡大 

 

2. 寄付金募集 

 

3. 収益事業の拡大 

 

4. 日本財団助成金の申請 

 

5. 経済産業省の医療の国際化に係わる新たな調査事業（日本の医療機関の海外展開を目

的とするプロジェクト）に関する受託について 
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Ⅰ－２．共同研究助成金                        (別紙) 

1) 2011 年度助成実施について 

a) 調査・共同研究助成  14 件 

① 鈴木  亨  東京大学医科学研究所助教 

研究テーマ 疾患関連蛋白質の高次構造に基づく機能阻害剤探索 

共同研究者   馬克・巴特拉姆 南開大学生命科学学院教授 

② 李  元元  千葉県がんセンター研究局研究員 

研究テーマ Oridonin による膀胱がん細胞死誘導とその制御機構の研究：新規依

存性受容体 UNC5D の役割の検討 

共同研究者   朱  育  中国医科大学第一附属病院泌尿器科学研究所助教授 

③ 香山 不二雄 自治医科大学環境毒性学部門教授 

研究テーマ 食品中有機塩素農薬、ダイオキシン類、重金属曝露の疫学調査 

共同研究者   孫 素菊  河北医科大学公共衛生学院教授 

④ 戴   毅  兵庫医療大学薬学部准教授 

研究テーマ TRPA1 受容体を標的とする天然薬物成分の探索およびその鎮痛メカ

ニズムの解析 

共同研究者   張 文生  北京師範大学資源学院資源薬物与中薬資源研究所教授・副所長 

⑤ 崔   星  放射線医学総合研究所重粒子医科学センター粒子線生物研究グループ主任研究員 

研究テーマ 癌幹細胞を標的とした肝癌の重粒子線治療の基礎的研究 

共同研究者   邵 春林  復旦大学放射線医学研究所教授 

⑥ 秦野 伸二  東海大学医学部基礎医学系分子生命科学准教授 

研究テーマ 筋萎縮性側索硬化症の発症分子メカニズムに関する研究 

共同研究者   商 慧芳  四川大学華西医院神経内科副教授 

⑦ 尾崎 由基男 山梨大学医学部臨床検査医学教授 

研究テーマ ジスルフィド異性化酵素 ERｐ57 の血小板活性化、血栓形成に於け

る役割 

共同研究者   武  芸  蘇州大学唐仲英血液学研究中心教授 

⑧ 橋本 謙二  国立大学法人千葉大学社会精神保健教育研究センター副センター長 

研究テーマ 薬物依存症の治療薬としてのミノサイクリンの効果と作用メカニ

ズムに関する研究 

共同研究者   陸  林  北京大学国立薬物依存研究所所長・教授 

⑨ 安井 孝周  名古屋市立大学大学院医学研究科講師 

研究テーマ 尿路結石の一塩基多型を用いた遺伝子診断方法の開発と人種差の

検討 

共同研究者   高  兵  瀋陽医学院細胞生物与遺伝学研究室主任教授 

⑩ 浅村 尚生  国立がん研究センター中央病院呼吸器腫瘍科呼吸器外科科長 

研究テーマ 小型肺癌に対する根治術としての縮小手術の評価～日中間におけ

る小型肺癌に対する縮小手術の標準化に向けての検証 

共同研究者   方 文涛  上海胸科医院胸外科主任医師 
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⑪ 宋  培培  東京大学医学部肝胆膵外科学客員研究員 

研究テーマ 科学的根拠に基づく肝癌診療ガイドラインの中国での構築に向け

た先行的基盤研究 

共同研究者   董 家鴻  中国人民解放軍総医院肝胆膵外科主任教授 

⑫ 吉川 雅之  京都薬科大学生薬学分野教授 

研究テーマ チャ(Camellia sinensis)花部の生体機能成分の解明と定量分析 

共同研究者   王  涛  中国天津中医薬大学中医薬研究院主任教授 

⑬ 菅崎 弘幸  東北大学病院矯正歯科助教 

研究テーマ ＯＰＧ遺伝子導入へのセメント芽細胞の反応様式と歯根吸収抑制

の関係 

共同研究者   林 久祥  北京大学口腔医学院口腔矯正科教授 

⑭ 沈   潔  日本女子大学人間社会学部社会福祉学科教授 

研究テーマ 日本と中国を精通する医療ソーシャルワーカー(MSW)の人材育成に

関する研究 

共同研究者   張 秀蘭  北京師範大学社会発展与公共政策研究所所長 

 

b) 中国人研究者・医療技術者招聘助成   1 件 

① 河野  茂  長崎大学医歯薬学総合研究科教授 

研究テーマ 中国吉林省の HIV 浸淫地域における真菌の薬剤耐心性と疫学研究 

来日研究者   賈 冬梅  北華大学附属病院准教授 

 

c) 在留中国人研究者助成   7 件 

① 張 冬頴   東北大学大学院医学系研究科機能薬理学分野博士課程 

研究テーマ 抗ヒスタミン薬含有 OTC 薬服用後における脳内ヒスタミン H1 受容

体占拠率の時間推移：健常者における陽電子断層撮影法(PET)測定 

② 焦 其彬   早稲田大学先進理工学部生命医科学科外国人研究員 

研究テーマ 心房筋特異的遺伝子欠損法の開発と応用 

③ 王 椀   東北大学大学院医学系研究科循環器病態学分野大学院生 

研究テーマ HIF 安定化作用を持つ PHD 阻害薬 TM6008 が、圧負荷肥大心モデルに

おける心不全発症に及ぼす効果の解明 

④ 鄧 澤義   琉球大学大学院医学研究科耳鼻咽喉頭頚部外科分野博士 

研究テーマ 頭頸部癌発症における HPV 感染の役割及び SCCA と頭頸部癌予後に

関する研究 

⑤ 石  棟   東北大学医学系研究科眼科学分野大学院生 

研究テーマ 開放隅角緑内障、正常眼圧緑内障、発達緑内障の分子遺伝学的解析 

⑥   佳   東京医科歯科大学インプラント・口腔再生医学大学院生 

研究テーマ ビスフォスフォネート(BP)局所投与による、骨粗鬆モデルラット脛

骨骨髄内に埋入した薄膜ハイドロキシアパタイト(HA)コーティン

グインプラント骨性結合への効果 
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⑦ 裴 麗瑩   筑波大学大学院人間総合科学研究科研究生 

研究テーマ 要介護高齢者と要介護者を介護している高齢者の精神健康と生活

満足度に影響する要因の研究－中国と日本の比較より 

 

d) トラベルグラント   4 件 

① 祖父江 元  名古屋大学大学院医学系研究科神経内科学研究科長・教授 

学 会 名   東アジア神経学フォーラム 

② 帖佐  徹  聖マリア病院聖母の家施設長 

学 会 名   アジア環境サーベイランスワークショップ 

③ 土井 由利子 国立保健医療科学院研修企画部部長 

学 会 名   2011 年世界睡眠学会 

④ 浅川  要  東京医療福祉専門学校教員養成科講師 

学 会 名   日本中医学会第 1 回学術総会 

    

  



 

 


